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5月号
町の人口

世帯数 6 ,722 

人口 20 ， 765

男 9 ， 948

女 10 ， 8 1 7

4 月 1 日現在

、

-• 広報
。

重信町民大運動会第34回

下
林
が
総
合
優
勝

四
月
二
十

一
日
、
重
信
中
学
校
運

動
場
に
お
い
て
、
第
三
十
四
回
重
信

町
民
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各
種
目

に
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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か
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
。
を
め
ざ
し
、
建
設
を
進
め
て

い
ま
し
た
各
種
施
設
が
こ
の
ほ
ど
計
画
通
り
完
成
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
道

・

農
道
を
整
備
し
た

他
、
上
林
谷
集
会
所
、

新
村
消
防
ポ
ン
プ
蔵
置
所
な
ど
を
建
設
し
ま
し
た
。
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村新

国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
表
彰

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
さ
れ
、
な
お
か
つ
、

健
康
で
病
院
に

一
度
も
か
か
ら
な
か
っ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
を
四
月二
十

一
日
、
町
民
大
運
動
会
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

皆
様
方
が
今
後
益
々
健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
念
願
し
、
今
回
の

受
彰
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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国

民

学
生
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

四
月
か
ら

二
十
歳
以
上
の
学
生
の

皆
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た

。

加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

。

保
険
料
は
月
額
九
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制

度
や
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
便

利
で
す

。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

方
に
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

か
あ
り
ま
す
。

免
除
の
基
準
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

夫
婦
と
子
供
二
人
の
四
人
世
帯
の

例

で
、
国
公
立
大
学
生
が
自
宅
通
学
し

て
い
る
と
、
年
収
約
六
百
万
円
未
満

は
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
本
人
の
申
請
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
国
民
年

金
担
当
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ム
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仏
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年

金

年
金
手
帳
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

年
金
子
帳
は
、
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
に
は
じ
め
て
加

入
し
た
と
き
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
は
、
加
入
制
度
ご
と

に
あ
な
た
だ
け
の
記
号
・
番
号
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
年
金
の
加
入
記
録

は
こ
の
記
号
番
号
で
す
べ
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

勤
め
先
が
変
わ

っ
た
場
合
で
も

、

最
初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
手
帳
を
新

し
い
勤
務
先
に
提
出
し
、
一
生
の
問

一
冊
の
年
金
手
帳
を
使
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

年
金
手
帳
を

二
冊
以
上
持
っ
て
い

る
と
き
ゃ
な
く
し
た
と
き
、
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で

す
。年

金
を
受
け
る
ま
で
は
、

一
冊
の

年
金
手
帳
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

愛媛障害者職業センターの
職業講習について

重信町重度障害者
タクシー利用助成事業について

愛媛障害者職業センターでは、 障害を持つ方に対して、

仕事につくために、適切な助言 ・ 援助を行い、公共職業

安定所との密接な連携の もとに次のような業務を行って

います。

職業相談や職業能力の評価等ご希望の場合は、直接セ

ンターへ問合せて下さい。

①職業適正検査

②職業指導

③職業講習(年 6 期)

④職業準備訓練(年 4 期)

①相談の秘密は厳守されます

②相談 ・ 検査の費用は無料

愛媛障害者職業センタ- fi21 ー 1213

平日 9 : 00-17 : 00 

土曜午前中のみ

(第 2 ・ 4 土曜日は休み)

業務内容

その他

問合せ先

取扱時間

この制度は、重j支障害者の移動交通子段の確保と十h恭

介護に伴う負拘ーの軽減を図り、陣害者の社会参加と在宅

福祉の増進に寄与することを目 的としています。

助成は、重l支障害者が利用するタクシ一乗車 l 固につ

いて、 300円の助成券を運転手の方に手波すことで、利用

料金から妓除します。

対象者 身障子帳 l 級 -3 級

療育手帳A級・ B 級

助成券の交付窓口 重信町役場厚生課

。交付を受ける方は、手l阪と印鑑をご持参下さし、。

助成券の利用開始日 平成 3年 6 月 1 日

協力指定業者 重信タクシー

*ì品タクシ一
見奈良タクシー

助成券は l 人 l 恒112枚を交付し、年 21副 を限

度とします。

| 問合せ先厚生課 fi64-2001

その他

税
務
だ
よ
り

日
頃
は
、
町
税
の
納
付
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

。

き
て
四
月

二
十
一
日
に
開
催
さ
れ

た
町
民
大
運
動
会
に
お
い
て
表
彰
さ

れ
た
、
町
税
納
付
成
績
が
特
に
優
秀

な
区
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

左
記
の
十

一
地
区
は
過
去
四
年
間

の
納
付
成
績
が
九
八
%
以
上
と
い
う

高
成
績
を
納
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

南
野
田
北
野
台
団
地

播
磨
台
団
地
田

窪
団
地

牛
洲
新

村

上

村
見
奈
良

上

林
田
窪

志
津
川

今
後
と
も
、
町
税
納
付
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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収
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祉

民
生
・
社
会
福
祉

児
童
福
祉

衛
生
・

公
害

民
生
・
社
会一冊
祉

庶
務
・

児
童
稿
制

保
健

11 11 

松
久昭

焼
去P

11 生易
管
理

千社主
ム ta {i;¥ 
Jよ事議

ブ務官

11 11 11 

同
和
対
策
室

O
室
長
補
佐

嘱
託

i也池
田川

清義
一 晴

産
業
経
済
課

。主技主主 係課課
11 空 1 12 
事 師査き長佳長

主投

事師

水
田
博
孝

山
内

一
正

束
村
雅
則

森
知
男

青
木
隆
弘

池
田

裕
二

加
藤
厚
志

野
中
忍

大
西
聖
子

森
忠
巨

大
西
匡
宏

高
須
賀
章
夫

生同
i舌和
相 22
談事
員業

産
業
経
済
全
般

農
業
委
員
会

事
業
計
画

農
業
土
木

農
業
土
木

は
場
整
備

農
業
土
木

農
業
振
興

商
工
観
光

農
業
仮
興
・
柿
業

庶
務
農
業
土
木

農
業
土
木

農
業
振
興

(
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
)

嘱
託
大
森
稔
管

国
土
調
査
課

課
長

謀
長
補
佐

主
査

O
主
事
o
n
 相

原
浅
夫

池
川
忠
徳

高
原
弘

一

古
用
美
砂
子

佃

一
彦

岡
本
勇

国
土
例
市
且
全般

地
籍
調
査

庶
務

地
籍
調
査

建

。 。

技技 11 主 11 主係管課
11 師夜長 藷
補師)査) 査長佐長

水
謀
長

課
長
補
佐

主
査

O
主
事

設

課

桐
野
猛

和
田
洋

渡
部
清

則

山
内
シ
ゲ
ル

武
智
安
史

堀
内
晃

丹
生
谷
則
篤

上
岡
浩
二

村
上
雄
紀

橘
正
城

道

課

森池戒岩森
田能回

賢隆由 貞
治太子守信

理

双
葉
保
育
所

所
長

O
主
任
保
母

O
保
母

O

H
 

。。

H

臨
時
保
母

調
浬
員

11 

奥
村
久
子

寺
田
千
恵
子

森
里
美

山
内

美
紀

中
矢
綾
子

牧
理
香

山
内
硲
子

野
中
美
保

高
須
賀
美
智
子

比
野
平
京
子

大
北
鹿
代
子

村
上
美
保
子

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

嘱
託
氏
家
武
雄

H

官
同市
明
子

大
森
サ
キ
子

丹
生
谷
キ
ヨ
子

山
田
虞
記
子

高
橋
富
美
乃

11 11 

建
設
全
般

開
発
・
都
市
計
画

一
般
土
木

市
川
務・
庖
外
公
告

一
般
土
木

建
築
徹
也

官
民
鳴
界

一
般
土
木

11 11 

終財料 fE 水
容政金量道
主 料庶 ア全
貯金務詐般

ひ
よ
こ
組

す
ず
め
組

あ
ひ
る
組

紫
組

青
1

組

オ
レ
ン
ジ
組

は
と
組

フ
リ
l

保
母

賞
組

つ 一一一一トを正しくかぶりましょ一一一-~ノレメッ
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調
/1理/1

員

南
吉
井
保
育
所

所
長

O
主
任
保
母

保
母

O

H
 

臨
時
保
母

調
理
員

野
口
澄
子

橋
本
千
鶴

高
市
妃
登
美

田
弁
能
恭
子

井
手
信
恵

渡
部
弘
子

新
谷
房
子

石
割
悦
子

赤
・

桃
組

紫
組
緑
組

赤
・
桃
組

南
吉
井
第
二
保
育
所

の

O
所
長

O
主
任
保
母

保
母

。

臣;~

/1時，
f呆 '
母

調
/1理/1

員
" 

石
田
ト
シ
子

山
本
京
子

上
堂
由
美

篠
原
み
は

岩
田
順
子

八
木
幸
美

水
野
治
子

松
久
久
子

中
西
陽
子

渡
辺
律

安
平
恭
子

岸
尾
千
代
子

" 
拝
志
保
育
所

O
所
長

O
主
任
保
母

保
母

O

H
 

(5) 

渡
部
幸
子

中
川
幸
恵

玉
乃
井
京
子

奥
田
佳
寿
美

井
上
啓
子

池
川
キ
ヌ
子

岩
田

一房
子

賞繰赤
い
ち
ご
組

桃
ぞ
、
つ
組

臼
組

桃
う
さ
ぎ
組

赤
り
ん
ご
組

桃
ひ
よ
こ
組

青桃賞赤

上
林
保
育
所

。。

保所

母長

大
西
清
美

大
北
小
代
子

菅
野
恵
美
子

議
会
事
務
局

主義

査霊
別
府
頼
房

相
原
美
代
子

組組

教
育
委
員
会

教
育
長
野
中

教
課
長

課
長
補
佐

O
主
査

主
事
補

務

課

森波岩日
部 川 野

社
会
教
育
課

組組組組

課
長

O
課
長
補
佐

O

H
 

係
長
主
査

主
事

主
事
補

嘱
託

伊
藤
博

高
須
賀
厚

渡
部
寛
行

桐
野
彰
紀

渡
部
明
徳

高
原
さ
ゆ
り

山
本
一
英

渡
部
昌
弘

菅
野
忠
雄

賞
組

赤
・

桃
組

機
会
全
般・監
査

庶
務

信
一
郎

照民孝鶴
美二男恵

教
育
行
政
全
般

教
育
委
員
会

学
校
施
設
費
備

就
学
援
助

学
校
教
育

庶
務
・

学
校
健

康
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
全
般

会
館
管
理
・
社

会
教
育
委
員
会

社
会
教
育

文
化
活
動

社
会
教
育

公
民
館
活
動

受
付
・
庶
務

生
涯
学
習
・
背
年

教
育
・
視
聴
覚

社
会
体
育

体
育
施
訟
管
理

生
涯
学
習

(
図書
館
)

館
長
代
理
青
井

主
事
補
和
田

H

渡
部

嘱
託
渡
部

" 

神神窪高
野野田橋

コニ

子

" 

美謙
武治一

" " 

次美治正
郎香二史

(
歴
史
民
俗
資
料
館
)

嘱
託
和
田

章

給
食
セ
ン
タ
ー

調栄主替所
"理養韮
員 士幹荏長

日属

託
/1 

伊
賀
昭
彦

桐
山
照

一

土
居
照
子

山
内
弘
子

宮
崎
清
子

丸
岡
ア
ヤ
子

野
中
ウ
メ
子

八
木
敬
子

小
倉
サ
キ
子

渡
部
清
子

中
村
洋
子

中
島
カ
ヨ
子

佐
伯
百
子

大
北
幸
子

越
智
鈴
美

丹
生
谷
百
合
子

竹
内
和
昭

回
法
定
則

" " " " " " " " 

同
和
教
育

P

T

A

 

婦
人
教
育

町
民
会
館

図
書
館
管
理

町
民
会
館
管
理

調竺給庶機ポ学
県食務械イ宅

F 民会 帯ロ
司巨q十 管ラ食
品事 全

理 5 務理 l 般
" " " /1 " " " " 

堅調

調
理

小
・
中
学
校

。

校主

"務"
員査" 

弓
削
田
直
美

青
野
喜
代
子

和
田
健
治

松
田
公
子

越
智
靖
子

矢
野
秀
子

豊
田
周
子

" " 重
信
幼
稚
園

園
長

主
任
教
諭

教
諭

。

持臨

弱 11Z11
貝諭
" 

田
中
梨
恵
子

阿
部
伸
子

小
田
か
よ
子

井
戸
律
子

武
智
文
代

室
崎
千
秋

池
田
敦

子

森
公
子

辻
田
町
子

北
吉
井
幼
稚
園

園
長

主
任
教
諭

教
諭

O

H
 

校
務
員

理

渡
部
ア
イ
子

渡
部
敏
子

山
内
恵
美
子

菅
山
千
恵
利

家
久
安
世

大
西
茂
子

南
吉
井
小
学
校

重
信
中
学
校

盛
信
中
学
校

南
吉
井
小
学
校

祥
志
小
学
校

上
林
小
学
校

北
吉
井
小
学
校

緑赤桃貰青白赤桃青賞

退

職

者

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

。

組組

宮
内
壮

安
井
茂
子

佐
伯
由
美

中
原
文
美

柏
原
留
美

大
西
直
緒
美

山
内
昌
子

浅
野
真
紀

伊
藤
光
恵

組組組組組組組組

社
会
教
育
課

第
二
保
育
所

双
葉
保
育
所

双
葉
保
育
所

双
葉
保
育
所

第
二
保
育
所

重
信
幼
稚
園

北
吉
井
幼
稚
園

双
葉
保
育
所

さわやか行政サー ビス推進月間

す ぐ始末 / 一一一その 日寺一一ーその火
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平
成
二
年
度

各
種
健
診
結
果
報
告
に
つ
い
て

平
成
二
年
度
、
各
種
健
診
結
果
の

集
計
が
で
き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。一

、
受
診
状
況

①
受
診
割
合

'98' 
人

口 封車者数
rWÆ畳惨者数

502. 
人

5792 
人

8000 
人

人

数

②
受
診
率
の
高
か
っ
た
地
区

健康資t ・~ 中核吉キ会食古 肺 手L が宮二t子す 胃
検が 検診がん 検が
診ん

露ん 、 、
診ん

仁 上 北 上 上 上
野

位林 林 回 林 林 中本

f磨区dコE 西 西
4ヒ ヰヒ 田
聖台子 聖子

忽団 2 
ムEニコ

団 岡 岡 団 団 位
jt包 I也 地L I也

回北 上 上 上
明書 上

;団笠空口 謄
樋団 3 

-ELコ両

位|地盟 村 村 村 団
I也I也

」ー

③
受
診
率
の
年
次
変
化

E
 

・
・m

ん
障
が
陪
陪

植
い
措
置
楠
昨

ん
付
ん
棺
ん
摘

が
宮
が
a
mが
植

・
岡
子
机
瞳
肺
結

→
。
申
唱
4
4

ト
F
骨
n
v
t
u
r

A
 

t
F
 

t
 

ι
F
 

U
F
 

J
A
 

&ー~. -"・

ジミ三主義

印
刷叩

羽
田
印
受
診
率

30 

20 

10 

'0 

二
、
ま
と
め

①
が
ん
検
診
に
つ
い
て

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
年
々
増

え
て
い
ま
す

。

が
ん
検
診
で
は
、
が

ん
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
が
ん
以
外
の
病
気
に
つ
い
て

も
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
つ

い
て
お
り
、
自
分
の
健
康
を
確
認
す

る
上
で
、
大
切
な
検
診
と
い
え
ま
す
。

②
結
核
検
診
に
つ
い
て

結
核
検
診
の
受
診
率
は
年
々
低
下

し
て
い
ま
す

。

結
核
予
防
法
で
は
、
年

一
回
結
核

検
診
(
胸
部
X

線
検
査
)
を
受
け
る

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
結
核
発

症
者
数
は
以
前
に
比
べ
激
減
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
で
も
全
国
で
年
間
約

五
万
六
千
人
が
新
た
に
発
症
し
て
い

ま
す
。
結
核
は
決
し
て
な
く
な

っ
た

生ごみ処理容器の

設置補助について

63 平成元 2 I年}62 昭和印刷

重信町では、生ごみの収集量が増加の一途を
たどり、それに伴い、ごみ問題等も深刻化して

います。

そこで、ごみの減量化を効果的に推進する為
に生ごみ処理容器設置補助金を下記の要領で交
付することになりましたので、住民の方の御協

力をお願いします。

ま核病
し検気
よ言会で
うをは
。受あ

けり
、ま

結せ
核ん
子。

防年

務固
め結

③
健
康
診
査

つ
い
て

健
康
診
査
(
成
人
病
健
診
)

診
率
は
、
横
ば
い
状
態
で
す
。

健
康
診
査
を
受
診
し
た
人
の
う
ち
、

約
6

割
の
人
に
何
ら
か
の
病
気
が
あ

り
ま
し
た
。

多
か
っ
た
病
気
は
以
下
の
通
り
で

す
。一

位
貧
血
症
(
受
診
者
川
人
に

一
人
の
割
合
)

二
佐
高
血
圧
症
(
受
診
者
川
人

に

一
人
の
割
合
)

三
住
骨
運
動
器
疾
患
(
受
診
者

日
人
に

一
人
の
割
合
)

※
腰
痛
、
膝
関
節
痛
等
と
い

(
成
人
病
健
診
)

っ
た
病
気
で
す
。

健
康
診
査
で
み
つ
か
っ
た
病
気
の

程
度
は
、
軽
度
の
も
の
が
多
く
、
こ

れ
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん

。

こ
れ
ら
は
、
日
常
生
活
に

気
を
配
り
、
生
活
改
善
す
る
こ
と
で

病
状
が
良
く
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。

自
分
の
体
の
変
化
を
知
り
、
病
気

を
早
期
に
発
見
し
早
期
に
治
療
を
始

め
る
た
め
、
ま
た
日
頃
の
生
活
を
見

直
す
機
会
と
し
て
も
年
に

一
回
は
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
度
も
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
す
す
ん
で
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

各
種
健
診
の
お
問
い
あ
わ
せ
は
、

役
場
・
保
健
婦
ま
で

(宮
六
四
|
二
O
O

一

内
線

三
二

・

三
一
二
)

グ〉
;rr!. 
3に

補助内容
期間中に生ごみ処理容器の申し込みをし、

設置した家庭に限り補助金を交付 します。
補助対象及び補助金額

町内の一般家庭(事業所は除く)が対象と
なり 一世帯 2 個を限度とし容器 l 個につき、

3 ， 000円の補助とします。
申し込み期限

平成 3 年 6 月 15 日まで

申し込み及び購入方法

指定業者において期限までに申し込みして

下さい。その際印鑑が必要となります。

指定業者
重信町農業協同組合(北吉井 ・ 南吉井 ・ 拝

志各支所)

購入価格等

処理容器は税込で 6 ， 000円ですので自己負

担額は 3 ， 000円となります。
その他不明な点がありましたら役場厚生課 ま

でお問い合わせ下さい。

fi64-2001 内線 253
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子
宮
け
い
が
ん
・

乳
が
ん
検
診

子
宮
け
い
が
ん

・

礼
が
ん
検
診
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お

き
そ
い
あ
わ
せ
の
上
受
診
し
て
下
さ

〈
日
程
・

場
所
〉
別
表
の
と
お
り

〈
受
付
時
間
〉

午
後

一
時
1

二
時

〈
料
金
〉

子
宮
け
い
が
ん
検
診

本
人
負
担
四

O
O
円

(
町
負
担

二
六
七
O
円
)

乳
が
ん
検
診

本
人
負
担

一
O
O
円

〈
持
参
品
〉

O

健
康
調
査
票

O

パ
ス
タ
オ
ル
(
礼
が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
る
方
の
み
)

〈
申
し
込
み
方
法
〉

各
組
回
覧
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
組
に
入
っ
て
い
な
い
方
は
地

区
衛
生
委
員
、
又
は
役
場
保
健
婦

ま
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

宮
六
四
|
ニ
O
O

一

〈
申
し
込
み
期
限
v

五
月
二
十
三
日

(
木
)

実施 日 場 所 地 区 害Ij

6 月 1 0 日 南吉井小学校体育館 南吉井地区で、子宮けいがん検診のみの希望者

6 月 1 4 日 北吉井小学校体育館 横河原、樋口 、 志津川

7月 1 1 日 南吉井小学校体育館 播磨台団地、上樋団地、 牛測団地、 北野台団地

7 月 1 6 日 北吉井小学校体育館 山之内、 樋口、志津川、西岡

7 月 26 日 南吉井小学校体育館 牛湖、南野田、北野田、新村

1 1 月 1 5 日 下林 ， 集会所 下林、 上村

1 2 月 1 3 日 重信町民会館 志津川、播磨台団地、 田窪

1 2 月 1 7 日 重信町民会館 田窪

1 2 月 1 8 日 上林公民館 上林

1 2 月 20 日 重信町民会館 見奈良、田窪団地

級~ 
ーチ食手し離

赤ちゃんは、生後 5 ヶ月を過ぎた頃から母乳 ・ ミ

ルクだけでは栄養に不足が出てきます。また、赤ち

ゃんはこの頃から食べ物に対して興味を持ち始めま

離乳食は、不足する栄養を補い幼児食へと移行し

ていくための準備食です。

離手し食の大切さと進め方を学ぶ場として、ぜひご

日 13 : 30-15 : 30 6 月 12 日 (水)

参加下さい。

時

す。

健康づくりスクールのご案内

「病気になると、健康のありがたみがわかる 」 とよく

いわれます。

元気な時から、栄養 ・ 運動・休養に気を配り、病気に

なることそのものを予防することが、健康づくりの第一

歩です。

日頃の生活を見直し、積極的に健康づくりにとりくむ

ため、 「健康づくりスク ール」 を 4 回 コースで開催して

います。 3 回目以降は、下記の通りです。

皆さんおさそいあわせの上、おこし下さい。

対象住民

料金無料

持参品町民会館

申し込み方法 6 月 14 日までに厚生課・保健婦まで申し

込んで‘下さい。(宮64-2001 内線 3 1 1 、 312)
町民会館所場

平成 2 年10月 、 11 月生 ま れ

栄養士、保健婦

象対講師谷内スクール受付時間J') 日

当担

キ斗釦E金料
久万保健所長

講演

がんの予防

ー一一予防の主役は

あなたです一-

14 : 00 13 : 30 
6月 21 日

~ 

母子手帳持参品術史朗15 : 30 14 : 00 
団畠

)ii) 

7 ・ 8 ヶ月の心身発育 ・ 発達についてr吾、

合内
講演 | 松山中央保健所
‘歯槽腺漏の予防 | 
一一歯ぐきか ら血が|歯科医師
でませんかー- 藤校 真

予防接種について14 : 00 13 : 30 
7 月 12 日

第

神経芽細胞腫について官歯科衛生士
松悶智 子

16: 00 I l 実技

粛みがき指導

14 : 00 t創

離手し食の進め方、試食など
閲



(8) 

受領したり 、 工賃を支払ったりするたびに、委

託者はその内容を記入することになっています。

家内労働手帳の受け渡しは 、 あとで無用なト

ラブルが起きないようにするために 、 たいへん

重要なことです。 つまり、家内労働手帳は、家

内労働者と委託者との聞の“契約書"というこ

とができます。 労働省では、伝票式の家内労働

手帳のモデル様式を示していますので、参考に

してください。

|難者とのトラブル防止に役立つ
最近、自宅で簡単にできて、しかも

高収入という内職の広告に誘われて契

約したが、 話と実際の仕事の内容や収

入が違うという苦情を聞くことがあり

ます 。 このようなトラブルを起こさな

いよう、また、いわゆる「インチキ内職」の被

害に遭わないためにも、家内労働をするときに

は、必ず家内労働手帳を委託者から受け取り、

委託を受けるたびにその内容を記入しておきま

しょう 。

もし、家内労働について介からないことがあ

りましたら、お気軽に近くの都道府県労働基準

局か、労働基準監督署に問い合わせてください。

健康な体を維持するためには、バラ ンスのとれた食生

活を心がけることが大切です。そのためには、 1 日 30品

目以上の食品を食卓にのせ る こ とも一つの方法です。
� 1 日 30品目を目標に」 という テーマで健康づくり料

理講習会を各地区公民館で開催 します。
皆さんおさそいあわせの上、おこし下さい。

対象 住民

料金 無料

持参品 健康手帳 (タッパ一、 エプロ ンがあれば便利で

す)
希望者には血圧測定を行い ま す。

内容

・栄養士の話
「ノ〈ランスの と れ

た食事について」

. 保健婦の話

「 日常の健康管理

について」

・ 調理実習、試食

健康づくり料理講習会
r 1 日 30品目を目キ票に」

家内労働手帳を受けとることを忘れす!こ

10:00-

12:30 

日は「防火の日」一一一

ぶ

9:30-

10:00 

内臓をする際には

の

その他

t-y し

図
書
館
だ
よ
り

委託者の皆さん、 家内労働手帳を渡していま

すか? 家内労働者の皆さん、家内労働手帳を

もらっていますか?

5 月 21 日から 31 日までの 10 日間、家内労働法

をよく知ってもらうため、家内労働旬聞が実施

されます。 今年のスローガンは、「渡しています

か もらっていますか 家内労働手帳! J です 。

|法で定められている手帳の受け渡し
家内労働者の皆さんが安心して仕事

ができるように、最も基本的な事柄が

定められている法律が、家内労働法で

す。 昭和45年の 5 月に制定されました。

この法律では、家内労働手帳の受け

渡しゃ工賃の支払い、最低工賃の決定

や 、 安全衛生などについて規定してい

ます 。

このなかの家内労働手帳の内容を、

くみてみましょう 。

委託者は、原材料などの物品を家内労働者に

支給する前に、家内労働者の氏名、委託者の氏

名、営業所の名称・所在地、工賃の支払い方法

などの委託条件を記入して、家内労働者に渡す

ことになっています。そして、その後も物品を

イ

ソ

ッ
フ

マ
ザ
l

グ
l

ス

他

(
5月
1

日

l

H
日
は
、

読
書
週
間
の
日
で

す
。

)

O

今
月
の
標
語

〈
本
は
、
人
生
の
道
し
る
べ
〉

もっとよ

一一一毎月 1

報

〔
新
刊
案
内
〕

〈
一
般
書
〉

O

文
芸
書
一

大
地
の
子
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・

m
w
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の
詩
画
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の
鳴
る
道
1
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キ

ン
グ
宇
宙
を
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ホ
ー
キ

ン
グ

〈
児
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書
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外
国
の
絵
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が
入
り

ま

し
た
。
一
部

を

紹
介
し
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す
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ル
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ナ
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重
信
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄

付
下
さ
い
ま
し

た
。日

野
和
田

隆
夫弘

樋牛

ささ
んん
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J三

八木耳鼻咽喉科
皮膚科

八木文子

の

鼻
孔
の
周
囲
、
口
の
周
囲
、
眼
峨
へ

と
と
び
ひ
が
拡
大
し
て
ゆ
く
の
が
よ

く
み
ら
れ
ま
す
。

と
ぴ
ひ
は
、
虫
さ
さ
れ
や
、
湿
疹

の
と
こ
ろ
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
場
合
は
掻
く
こ
と
で
、
い
っ
そ

う
周
囲
に
拡
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
季

節
柄
、
皮
膚
を
露
出
し
て
い
ま
す
の

で
移
り
や
す
く
、
他
人
に
も
感
染
し

て
ゆ
き
ま
す
。

と
び
ひ
は
、
暑
い
季
節
の
、
移
る
治
療
は
抗
生
物
質
を
使
い
ま
す
。

皮
膚
の
病
気
で
、
特
に
、
学
童
期
前
軟
膏
を
塗
っ
た
り
、
症
状
の
ひ
ど
い

の
子
供
に
多
く
み
ら
れ
ま
す

。
時

に
は
、
内
服
も
行
な
い
ま
す

。
又
、

正
し
く
は
、
伝
染
性
膿
姉
疹
(
で
か
ゆ
み
の
あ
る
場
合
に
は
、
止
俸
剤

ん
せ
ん
せ
い
の
う
か
し
ん
)
と
い
い
、
を
併
用
し
ま
す
。

細
菌
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。
と
び
ひ
に
関
し
て
忘
れ
て
い
け
な

皮
膚
の
表
面
に
、
貰
色
ブ
ド
ウ
球
い
こ
と
は
、
ス
キ
ン
ケ
ア
で
す
。
予

菌
や
、
連
鎖
球
菌
な
ど
の
細
菌
が
つ
防
と
し
て
、
汗
ば
む
季
節
に
は
こ
ま

く
と
、
皮
庸
の
ご
く
浅
い
と
こ
ろ
に
め
に
入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
を
す
る
こ
と

。

水
ぶ
く
れ
が
で
き
ま
す

。

こ
の
水
ぶ
手
を
よ
く
洗
う
こ
と

。

爪
が
伸
び
て

く
れ
は
、
す
ぐ
に
つ
ぶ
れ
て
皮
膚
が
汚
れ
て
い
な
い
か
気
を
つ
け
る
こ
と
。

む
け
た
よ
う
に
な
っ
た
り
、
か
さ
ぶ
つ
ま
り
皮
騎
を
清
潔
に
す
る
と
い
う

た
か
つ
い
た
り
し
ま
す
。
水
ぶ
く
れ
こ
と
で
す
。
と
び
ひ
に
な
っ
た
場
合

の
液
の
中
に
は
、
細
菌
が
た
く
さ
ん
は
、
入
浴
し
て
い
い
か
ど
う
か
が
問

い
ま
す
の
で
、
つ
ぶ
れ
る
と
周
囲
に
題
と
な
り
ま
す
が
、
症
状
が
軽
い
の

つ
ぎ
つ
ぎ
と
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
す

。
な
ら
、
皮
漕
表
面
に
つ
い
て
い
る
細

ま
る
で
、
火
の
粉
が
飛
び
散
っ
て
火
菌
を
落
と
す
た
め
に
、
水
や
お
湯
で

事
が
拡
大
す
る
よ
う
な
の
で
、
俗
に
洗
い
流し
た
ほ
う
が
効
果
的
で
す

0

0

と
び
ひ
。
と
い
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
パ
ス
タ
オル
か
ら
は
移
る
可
能
性
が

連
鎖
球
菌
に
よ
る
も
の
は

、
ま

れ
あ
る
の
で
別
に
し
た
ほ
う
が
い
い
で

で
す
が
、
ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
も
の
し
よ
う
。

に
比
べ
る
と
か
さ
ぶ
た
が
厚
く
、
か
と
ぴ
ひ
は
、
う
つ
る
病
気
で
、
感

き
の
殻
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
黄
色
染
力
も
強
い
で
す
が
、
適
切
な
治
療

フ
ド
ウ
球
菌
は
湿
っ
た
と
こ
ろ
を
好
と
ス
キ
ン
ケ
ア
を
行
な
え
ば
、
ほ
と

む
の
で
、
鼻
孔
を
さ
わ
っ
て
い
た
り
ん
ど
が
短
期
間
で
治
ゆ
し
、
又
、
痕

す
る
と
そ
こ
で
増
殖
し
、
そ
の
結
果
、
が
の
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

び

ひ

と

'1' し幸良広(9) 

不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動

五
月
と
六
月
は
、
不
正
け
し
、
大

麻
撲
滅
運
動
実
施
期
間
で
す
。

植
え
て
い
け
な
い
け
し
は
、
ア
へ

ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
の
原
料
と
な
る
た
め

法
律
で
そ
の
栽
培
を
厳
し
く
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

不
正
栽
培
や
自
生
の
け
し
、
大
麻

を
発
見
し
た
場
合
に
は
通
報
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

松
山
中
央
保
健
所

宮
ニ
四
|
四
ニ
四
一

禁
止
さ
れ
て
い
る
け
し

草
杖
は

一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
が
っ

し
り
と
し
て
お
り
、
茎
や
葉
の
表
面

に
ほ
と
ん
ど
毛
が
な
く
、
「
ろ
う
」

が
か
っ
た
白
っ
ぽ
い
緑
色
。
葉
は
太

い
茎
を
半
分
抱
く
よ
う
な
形
で
つ
い

て
い
ま
す
。

植
え
て
よ
い
け
し

ひ
な
げ
し
、
お
に
げ
し
な
ど
で
す
。

草
杖
は

比
較
的
低
く
、
茎
や
葉
の
表

面
に
組
毛
が
密
生
し
て
お
り
、
葉
は

切
れ
込
み
が
深
く
、
濃
い
緑
色
で
す
。

ましょう。小、中学校の場合を例にとると、

1 年聞に、小学生で約58万円、中学生で約60

万円を公費て負担しています。義務教育課程

の 9 年間では、生徒一人当たり約 528 万円に

もなります(昭和63年度)。

砂税金を生かして、生活をより豊かに

また、豊かさを実感できることのーっとして、

今日出したら明日届くという宅配便の普及があり

ます。流通機構の発達によるものですが、見方を

変えれば、運搬のもととなる道路がよく整備され、

舗装が行き届いていることな E が背景にあっての

こと 。 これらにも、わたしたちの納める税金が使

われているのです。

このように、いまある豊かさの裏にはさまざま

な t ころで税金が生かされています。これからも、

来たるべき長寿社会に向け、わたしたちの税金を

有効に生かしていきたいものです。

ぐに L3飽虜Ejij:~j.~)

豊かさの裏に13
戦後、日本の経済は飛躍的に発展し、わた

したちの生活も豊かになりました 。 この背景

にはさまざまな要国が考えられますが、一つ

にはわたしたちの納めた税金が、有効的に使われ

てきたことが挙げられます。どう有効的に使われ

たのか。それは、今日の日本経済の発展が、“教育

の行き波った質の高 L、労働力によって支えられて

いる"といわれてレるように、教育の充実に税金

を生かしてきた結果です。

砂教育と科学振興に年間約 5 兆 1 千億円

l司の歳出に占める教育及び科学振興費の割合は

7.7 %。金額にすると約 5 兆 1 千億円にもなり、

諸外国と比べてもトップクラスです。これをもっ

と個別的に、生徒一人当たりの教育費を、固と地

方公共団体で E の(らい負担しているかをみてみ

一一一納税は便利な口座振替で一一一
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教

手口

ョ~
同

同
同
和
教
育
に

つ
い
て
思
う
(
三
)

|
|

町
民
の
意
識
調
査
か
ら
|
|

ぷ、

あ
な
た
の
地
域
に
、
現
在
で
も

一
部
落
差
別
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か。

O

部
落
差
別
が
「
占
め
る
」
と
答
え

た
人
の
割
合
が
、
最
も
低
い
の
が

大
正
・
明
治
生
ま
れ
の
人
で

二
七

.
四
%
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
部
落
差
別
を
表
面
的

に
と
ら
え
、
日
常
生
活
の
中
で
の

現
象
の
み
を
考
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

O

「
な
い
」
と
答
え
た
人
の
割
合

は
、
大
正
・
明
治
生
ま
れ
の
人
が

最
も
高
く
、
と
く
に
、
男
性
に
多

く
四
八
・
九
%
を
占
め
て
い
る
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
も
ろ
も
ろ

の
差
別
に
自
ら
が
気
づ
く
た
め
の

学
習
と
、
周
り
の

人
々
の
生
き
方

に
も
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
ろ
う
。

O

昭
和
四
十
年
生
ま
れ
で
、
「
わ

か
ら
な
い
」
と
答
え
た
人
が
三
九

・

三
%
い
る
。
学
校
教
育
で
差
別

に
つ
い
て
の
知
識
や
理
解
は
で
き

て
い
る
が
、
社
会
生
活
が
短
く

現

実
に
あ
る
差
別

に
つ
い
て
見
聞
き

し
て
い
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

O

前
回
の
調
査
と
比
べ
る
と
、
「
な

い
」
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た

割
合
が
低
く
、
「
あ
る
」
と
答
え

の'1' し幸良広

た
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
そ
の
後
の
啓
発
活
動

に
よ
り
、

差
別
に
気
づ
く
、
差
別

が
見
え
る
人
が
増
え
て
き
た
た
め

だ
と
思
わ
れ
る
。

「
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
ど

一

一
ん
な
場
合
に
強
〈
感
じ
ま
す
か

。

O

前
回
の
調
査
結
果
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
が
、
「
日
ご
ろ
の
つ

き
あ
い
の
中
」
で
差
別
を
強
く
感

じ
る
と
答
え
た
割
合
が
、
や
や
高

く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
差
別
を
見
ぬ
く
力
が

つ
い
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

O

「
結
婚
の
と
き
」
と
答
え
た
割

合
が
ど
の
年
代
も
高
い
が
、
特
に

昭
和
三
十
年
代
生
ま
れ
が
、
昭
和

四
十
年
代
と
比
べ
急
に
高
く
な
っ

て
い
る

。

こ
れ
は
、
昭
和

三
十
年
代
生
ま

れ
の
人
は
、
自
分
や
友
達
が
近
い

過
去
に
結
婚
を
体
験
し
た
こ
と
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
人

も
八
七
・
五
%
と
非
常
に
高
く
な

っ

て
い
る
。
結
婚
し
た
子
供
や
、

こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
子
供
を
も
っ

親
が
、
こ
の
年
代
に
多
い
た
め
と

も
考
え
ら
れ
る
。

O

高
年
齢
層
に
な
る
と
、
男
性
よ

り
も
女
性
の
方
が
「
結
婚
の
と
き
」

と
答
え
た
割
合
が
高
く
な

っ
て
い

る
。
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
、

結
婚
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
い
た

め
で
あ
ろ
、
っ
。

春
の
全
国

…

交
通
安
全
運
動

…

五
月
十

一
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま

で
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

(
運
動
の
重
点
)

一 、

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止

二
、
若
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転

の
追
放

三
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

四
、
違
法
駐
車
の
締
め
出
し

道
路
を
歩
く
人
も
、
車
を
利
用
す

る
人
も
、
み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
、

交
通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
が
こ
の

一
年
間
で
、

最
も
値
上
が
リ
し
た
と
感
じ
る
も

の
の
ひ
と
つ
に
「
教
育
費
」
:

が
あ
リ
ま
す
(
物
価
問
題
ゐ
引

に
関
す
る
世
論
調
査
・
総
高

理
府
広
報
室
)
。
巾
内

教
育
費
や
授
業
料
な
ど

I

の
教
育
関
係
費
の
上
昇
率

k

は
、
こ
こ
数
年
、
三
%
前
岳
盟

後
と
高
く
、
物
価
全
体
の
}

上
昇
率
を
大
き
く
上
回
つ

G

て
い
ま
す

。

担

こ
れ
と
と
も
に
進
学
率

当
為

が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
や
、
，
，

塾
・
け
い
こ
ご
と
に
通
う
子
ど
も

の
増
加
が
影
響
し
、
保
護
者
の
教

育
費
の
負
担
割
合
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す

。
一
か

月
平
均
の
生
活
費
に
占
め

る
割
合
は
、
昭
和
五
十
四

年
の
六
・
二
%
か
ら
、
平

成
元
年
に
は
七
・

五
%
に

な
っ
て
い
ま
す

。

な
か
で

も
世
帯
主
の
年
齢
が
四
十

五
i

四
十
九
歳
代
て
最
も

多
く
、
一
四
-

-
一%
(
昭

和
五
十
四
年
は
.
-
-

%
)
に
も
な
づ
て
い
ま
す

(
家
計
調
査
)
。

教育関係費支出の割合( 1 か月当たり)

% 

設R
d
O
1
4
 

民
J
1

i

只
d

n
U

必
付

R
M
F
D
 

30 35 40 45 
¥ ¥ ¥ ¥ 
34 39 44 49 

(世帯主の年齢階級)

10 

5 

。
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座講つ菊座講
品同

一チ文

平成 3 年度 第 l 回目の菊づくり講座を次のと

おり開催いたしますので多数ご参加下さい。

時平成 3 年 5 月 11 日(土)

町民会館玄関前ロビー

大輪菊の挿し目の方法他

無料

愛媛県菊花協会理事

野本権六

今後の予定

5 月 11 日出

6 月 15 日出

先生

l 回目

2 回目

所

..,." 

合

受講料

講師名

日

場

内

7 月 20 日仕)

9 月 21 日出

3 回目

4 回目

町民の文化振興と文化活動の向上を図り、うる

おいと活力ある町づくりを目的に次のとおり開催

いたします。

1 .期間、時間

平成 3 年 6 月から

毎月第 l と第三水曜日

午後 1 時30分から

2. 場所

町民会館

3. 内容

源氏物語

4. 講師

愛媛大学文学科教授

美山靖先生

問い合せは社会教育課まで

宮64-1500 ft64ー 1500社会教育課問い合わせ先

婦

人

A
Q
一A
総

A
Q
一A

三
月
三
十
日
出
、
町
民
会
館
大
ホ

ー
ル
に
百
余
名
の
全
員
が
出
席
し
て
、

婦
人
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
へ
ロ
ン
久
保
田

先
生
よ
り
「

2
0
2
0

年
を
見
つ
め

て
|

新
し
い
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
|

」
と
題
し
て
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
女
性
と
し
て
、
今
か
ら

三
十
年

後
に
ど
う
生
き
た
ら
い
い
か
に
つ
い

て
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
地
域
づ
く
り
に
婦

人
会
の
重
要
さ
が
求
め
ら
れ
る
時
代

で
す
。
地
道
な
な
か
に
「
楽
し
く
生

き
て
来
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
良
か

っ
た
日
の
活
動
を
続
け
な
け
れ
ば
と

決
意
し
た
会
で
L

た
。

重
信
の
女
性
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
と
全
員
加
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

連
絡
先

包
六
四
|
一
五
O
O

社
会
教
育
課
ま
で

，..------晶--明島.. -ーー・・ーー，甲 置、四~. -由 E由 島民 島---..' ----.-_.... --~ _.... ------~- --~ _...,---.. _.. -、- -~ -、 _'--.. ____ ， 圏、白島・_...._....--'"
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;四 る茶装いめでの当、立 。 り、場 わる摘て|光笠2し)る憎離 さ
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重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。 秘密は厳守します。

月 日 相談員

l 林 トシ子

8 池)11 敏朗

5 15 池)11 邦男

22 水田敏虞

29 大森敬子

5 高橋謙一

12 八木光秋
6 

青井正史19 

26 近藤栄宏

回
{
主

γK
H
E一ヴ
，
一
;
l

百
十
-
噌
i
-

除
草v
h

-
一

-
き

ロ

一
町
内
一
会

一宮
一島

場
一
一
土

-
γ
j
-
も
に

古
関

z
f

i

本
一

円
一
梅一

日
H
E

L
-・
1
4

一
市

一山

寺
一
松

事名

当番医 永山内科

心配ごと相談所

3 歳児健診

f� 日月

毎週水曜日日時
19(日)

13 :00-17 :00 

13 :00-15 :00 23附

図書館 3 階

電5古でもよ し、し 、

直接米られでも

64-3437 

場所

電話

方法

民会館

まま64-2411 

地 区

13:30-14 :301 町(S 62.12 .1-

63.3 .31生ま れ)

不燃ごみ回収日

当番医 国立療養所愛媛病院横河原

健康相談(一般住民) 29 日まで | 各
日本脳炎予防被種

24(剣

25t臼

26(日)

27何)

5 

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

持志小 f* 育館-

北吉井小体育館

14 :00-14 :30 

14 :00-14 :30 

印刷

30(ね

月

3 1幽

2 (日)

戸
籍
の
動
き

4

月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

田横 北田 志志横牛牛志 {主

河野 i宰津 !i京可 津
窪原田窪 川川 湖l 湖l 川 所

村 岩岡戸 I屈 i度能智 字小波 保上問問嶋口部 高林部
護

皆英誠 {変 勇'星|雷 広 賢 者夫信司 作 j享 二 行忠 二

i版真詩真太愛慈智昂稚 出 l
生;

太治生佑古草稿子也賞賞 児

3 3 ヨ 333 3 3 3 3 生年

29 28 20 20 19 13 11 11 10 9 
月
日

田窪団地公民館

5 �J<) 

南吉井小体育館

館-民会同I

10 :00-12: 30 

14:00-14 :30 

学級 14 :00-15:30

受付 1 3:30- 14:00 

「 l 日 30品目を目標に」

日本脳炎予防核種

(南吉井保・第二保・ 重

幼・ 3歳以上の一般)

母税学級①(妊婦)

3 (月)

4ω 

" 
ft75-2232 

14:00-14:30 

松山市南梅本町

日本脳炎予防接種①

(3 歳以上の一般)

当番医 渡部内科

不燃ごみ回収日

子宮けいがん検診

(30歳以上の女性)

6 同

9 (日)

6 110(月)
南吉井小体育館13 : 00 -14 : 00 

館~IT 

離乳食学級

(H2年 10月， II 月生まれ)

日本脳炎予防接種②

( 3 歳以上の一般)
l 計政 . ，じ配とè.f~設所-li3-iDOL-i-5 : -Ob -l 役場会議室
子宮けいカル礼がん検診 113:00-14 : 001 北吉井小体育館
当番医 中川外科・内科松山市l有梅本町

I -'l-!,f 1 ~" 
母親学級③

ft76 ー 7811

民会

11 

11 14: 00-14 :30 

受付 13 :30- 14:00

学級 14:00-15:30

受付 13:30- 1 4 ・ 00

学級 14:00 -1 5 ・ 30

人 日 山:30- 1 4:00

母親学級②ll (火)

12(水)

1 3耐

14幽

1 6(日)

自官民会田J18(火j
学級 14:00- 1 5:30

死

(
B悔
み
)

亡

牛樋 ド検検 検樋牛牛見 住|
j可 i可 j可 ズ"又、

前I IJ 林原 j東原口湖I 湖l 良 所

日証平日高田中 j度平日武藤平日
氏回田橋村 川 部回智困閏

キ忠、 秀
倉謙 コ徳春義 シ五艶周千 名
ーで メ子 ヨ郎子平代

年
89 26 96 82 91 76 79 90 83 77 

令

4 4 4 444  3 3 3 3 要E
亡

14 10 9 7 4 4 31 23 22 20 
の
日

11 

11 

合76-8000

地 区

(拝志小・保・ 3 歳以

上のーー般)

日本脳炎予防機種

(北吉井小・幼・双葉

保・ 3歳以上の一般)

保育料， 固定資産税第 l 期， 軽自動車F財内期限

当番医 宮内病院 松山市北梅本町会75-0091

l 埋~:担.啓一(三位壁堕) . .1. 13. :. 0.0 .-:--:1.4 ・ 00 1 町民 会館
健衰づくり料理講習会

乳児健診

l
j
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側
一
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一
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一
本
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山
一
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一
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1
1
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山
一
山一ま
一

→
一
松一日
一

h
ノ
一
-
ワ

t

一

ス
一

一
2

一

ト
ト
」寸
ヰ
一

一

王
T

て
J

一

ハ
υ

一
国』
-
3
-
一

2

何
巳

-N
J

主
主

一

:

'

;

;

 

勾
凡
一

4

一位
一

日
一
一
岡

一
般一
日

J
j
)

一
上
一
一
一
収

1
1

ヌ
正
一

一
(
一司

1
l

，
、

E

F

一
、，
J
z
s
ι

一
-

-
-
-
，E
B

巧
れ
一
什
住

一
一
談
一み

4
A

k
h

一
h

九
X

一E
へ
一
日
口
一
日
-

2

2

一
つ
ゐ
神

百
じ
工
干

一
;

H

生
一安
二
番

一康
一
燃

(
月

一働
(
-当
一
健
一不

13 :30-14 :30 

受付 13:30-Ij :00 

印刷

21樹

23(日)

24(月)

月

25(刈

受付 9:30-10:00 1 
1 IHT 

学級 10:ω-1 2:30 1 

心配ごと相談所 I ' ï口j一;埼C-DL二苧.1!ι1!尚苧己王5 :了-O∞o一一n
2勾8樹|組大ごみ凶収日(付J指旨定場所へlω0時までに出して下さい。J) 

|クロ ッ ケー町予選
30(日) I 

目 当番医 八木耳鼻咽喉科皮膚科牛減l 合64-5400

館民会母親学級④
27(栂

一一一消えたかな/ 気になるあの火もう 一度一一ー


	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part17.pdf
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part18
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part19
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part20
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part21
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part22
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part23
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part24
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part25
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part26
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part27
	広報しげのぶ（平成3年4月号）_Part28

